


















要約: 

我々は人口動態統計の母国籍別解析と保健所の乳幼児健診来所者のうち「来日後に妊娠分

娩を経験した外国人の母親」を対象とするアンケート調査を行なった。 

1)人口動態統計の母国籍「その他」は日、韓・朝、中、米よりも出生率、死産率、後期死

産比が高く、分娩年齢が若かった。アンケート回答者では比国籍者が「その他」と同様の

傾向を示した。 

2)外国生まれの母親と日本生まれの外国人の母親のアンケート回答状況に著しい差は無か

ったが、前者にはなお改善すべき点もあった。「夫外国出生、来日から分娩まで3年未満、

母日本語理解度可～不可」又は「児を外国で分娩」該当者は各種項目で低値を示した。項

目間クロス集計では医療保険加入、公費妊婦健診周知度、妊婦健診受診、乳幼児健診回数、

予防接種率の間に相関があった。 

3)以上より「夫外国出生、来日から分娩まで 3年未満、日本語理解度可～不可」又は「児

を外国で分娩」該当者を外国人母子保健対策の重点対象として、妊娠・分娩・育児の各段

階で適切な指導や情報提供を行なう必要がある。 


